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経営の基本方針
当社グループは、「食と健康」に関わる事業領域を基盤とし、長年培ってきた

技術や
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株主の皆様へ
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フード＆ヘルスケア事業の連結売上高は1,389億
12百万円（前年同期比3.7％増）となりました。
菓子事業につきましては、
主力カテゴリーでは、効果的
な販促活動により全体として
前年同期並みに推移しまし
た。チョコレートは、全体と
して堅調な動きとなりまし
た。主力商品では、価格改
定・内容量変更を実施した
「ミルクチョコレート」、「き
のこの山」、「たけのこの里」
が好調に推移しました。「ガルボ」は「ガルボチップ
ス」など新商品が寄与し大幅な増売となりました。ガ

ムは、主力の「キシリッシ
ュ」がボトルタイプは好調
でしたが、全体では前年同
期を下回りました。キャン
デーは、発売20周年の「果
汁グミ」が引き続き増売と
なるなど、好調に推移しま
した。
健康事業につきまして
は、宣伝普及活動の推進と
店頭露出の強化により、全
体として前年同期を上回り
ました。健康･美容分野で
は、「アミノコラーゲン」

事業の概況（連結）

　当中間期における当社グループの連結売上高は1,910億
33百万円（前年同期比2.1％増）となりました。利益につき
ましては、原材料高騰、薬価改定等の厳しい影響を受け、
経常利益は20億26百万円（同45.0％減）、中間期の純利益は
２億97百万円の損失（前年同期純利益24億円）となりまし
た。

　当社グループの事業別売上高の状況は下のグラフのとお
りであります。
　なお、当中間期の連結子会社は、５ページに記載してお
ります。

総売上高
1,910億33百万円

ビル賃貸事業他
16億96百万円
（0.9％）

薬品事業
504億24百万円
（26.4％）

フード&ヘルスケア事業
1,389億12百万円
（72.7％）

●売上高構成比（当中間期）

フード＆ヘルスケア事業フード＆ヘルスケア事業
（平成20年4月1日から平成20年9月30日まで）
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が新CMの販促効果や高付加価
値商品「プレミアム」の新発売
により、競争激化のなか好調に
推移しました。「ザバス」は減
売となりましたが、「パーフェ
クトプラス」は、ラインアップ
強化と露出拡大により大きく伸
長しております。食品分野では、

新製法の「コクがおいしいミルク
ココア」を新発売しました。粉末
タイプに加え、ドリンクタイプ（株
式会社ポッカコーポレーションと
の共同開発商品第一弾）をライン
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薬品事業薬品事業
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業績の推移

（備考） 1.  当中間期の当社グループの連結範囲は、上記連結
子会社26社のほかに、持分法適用会社が３社あり
ます。

 2.  上記記載のCecilia Confectionery Pte.Ltd.は、平成
20年９月30日現在清算手続中です。

株 式 会 社 明 治 フ ー ド マ テ リ ア
道 南 食 品 株 式 会 社
蔵 王 食 品 株 式 会 社
株 式 会 社 ロ ン ド
明 治 産 業 株 式 会 社
明 治 チ ュ ー イ ン ガ ム 株 式 会 社
株 式 会 社 ア ス テ カ
岡 山 県 食 品 株 式 会 社
四 国 明 治 株 式 会 社
太 洋 食 品 株 式 会 社
株 式 会 社 明 治 ス ポ ー ツ プ ラ ザ
北 里 薬 品 産 業 株 式 会 社
明 治 ビ ジ ネ ス サ ポ ー ト 株 式 会 社
Meiji Seika (Singapore) Pte. Ltd.（シンガポール）
Cecilia Confectionery Pte.Ltd.（シンガポール）
Five Stars Dairy Ingredients Pte.Ltd.（シンガポール）
D.F.Stauffer Biscuit Co., Inc.（米国）
Laguna Cookie Co., Inc.（米国）
明 治 制 果（ 上 海 ）有 限 公 司（中国）
明 治 制 果 食 品 工 業（上海）有 限 公 司（中国）
P.T. Meiji Indonesian Pharmaceutical Industries（インドネシア）
Thai Meiji Pharmaceutical Co., Ltd.（タイ）
Tedec-Meiji Farma S.A.（スペイン）
Mabo Farma S.A.（スペイン）
Meiji Seika Europe B.V.（オランダ）
明 治 魯 抗 医 薬 有 限 公 司（中国）

150期
（平成20年度）

147期
（平成17年度）

148期
（平成18年度）

149期
（平成19年度）

■通期（連結）
■通期（単独）
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中間連結損益計算書 中間連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：百万円） （単位：百万円）

 （注） １株当たりの中間純利益 ─ ６円33銭
  １株当たりの中間純損失 78銭 ─
 （備考） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

科　　　　　　目
当 中 間 期

平成20年 4月 1 日から（平成20年 9月30日まで）
前 中 間 期

平成19年 4月 1 日から（平成19年 9月30日まで）
営 業 活 動 に よ る
キャッシュ・フロー 8,038 6,120

投 資 活 動 に よ る
キャッシュ・フロー △ 8,974 △ 10,059

財 務 活 動 に よ る
キャッシュ・フロー 772 △ 3,071

現 金 お よ び
現金同等物に係る換算差額 △ 53 △ 14

現 金 お よ び
現金同等物の増減額（減少：△） △ 216 △ 7,024

現 金 お よ び
現金同等物の期首残高 11,792 14,513

新規連結による現金
および現金同等物増加額 918 443

現 金 お よ び
現金同等物の中間期末残高 12,493 7,932
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（単位：百万円）

中間貸借対照表（単独）

 （注） 1. 有形固定資産の減価償却累計額 207,267百万円 203,158百万円
  2. 受取手形割引高 95百万円 99百万円
 （備考） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

科　　目 当中間期
（平成20年 9月30日現在）

前　　期
（平成20年 3月31日現在）

負 債 の 部 175,031 175,820
流 動 負 債 99,329 77,659
買 掛 金 24,123 24,438
短 期 借 入 金 16,263 10,263
社債（１年以内償還） 20,000 ─
コマーシャルペーパー 5,000 6,000
リース債務（1年以内） 46 ─
未 払 金 8,152 7,505
未 払 費 用 9,942 10,360
未 払 法 人 税 等 472 2,208
賞 与 引 当 金 3,434 3,411
返 品 調 整 引 当 金 250 270
売 上 割 戻 引 当 金 4,821 5,213
そ の 他 の 流 動 負 債 6,822 7,988

固 定 負 債 75,702 98,160
社 債 35,000 55,000
長 期 借 入 金 18,349 18,663
リース債務（長期） 182 ─
長 期 繰 延 税 金 負 債 10,109 10,752
退 職 給 付 引 当 金 9,417 10,307
役員退職慰労引当金 186 206
債務保証損失引当金 271 271
そ の 他 の 固 定 負 債 2,186 2,959

純資産の部 138,969 139,959
株 主 資 本 133,156 133,433
資 本 金 28,363 28,363
資本剰余金 34,945 34,947
資 本 準 備 金 34,935 34,935
そ の 他 資 本 剰 余 金 10 12
利益剰余金 73,402 73,651
利 益 準 備 金 7,090 7,090
そ の 他 利 益 剰 余 金 66,311 66,561
固定資産圧縮積立金 20,521 20,521
別 途 積 立 金 42,000 39,000
繰 越 利 益 剰 余 金 3,790 7,039

自 己 株 式 △ 3,555 △ 3,530
評価・換算差額等 5,813 6,526
その他有価証券評価差額金 7,680 8,411
繰延ヘッジ損益 △ 1,866 △ 1,885
負債および純資産合計 314,001 315,779

科　　目 当中間期
（平成20年 9月30日現在）

前　　期
（平成20年 3月31日現在）

資 産 の 部 314,001資産¶ 月鶏産¶ ¶ 桂 俏

頃
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新製品紹介
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　アミコラの基本配合に「ヒアル
ロン酸60mg」、「COQ10 10mg」
を求められる美容のための成分と
してさらにプラス配合した、商品
です。

●アミノコラーゲンプレミアム

●ザバス　アミノ2000
「大豆ペプチド」をベースとし
たタブレットで、運動後のスムー
スなリカバリーに必要なアミノ酸
を凝縮したタブレットです。

●イソジンうがい薬Ｐ
　今年で発売25周年を迎えたトップ
ブランドの「イソジン」に、女性や
子供でも使いやすい新フレーバーを
発売。後味さわやか「ほんのりフル
ーティー」。

●コクがおいしいミルクココア

●
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       NEWS

　当社と明治乳業株式会社は、共同株式移転の方法により両社の完全親会社「明治ホールディングス株式会社」（以下「明
治ホールディングス」）を設立することについて合意に達し、平成20年９月11日付けで、本株式移転に関する「株式移転
計画書」を作成し、両社の経営統合に関する「統合契約書」を締結いたしました。
　以下にその概要についてお知らせいたします。

経営統合の概要

新会社の概要

明治乳業との経営統合について

明治製菓株主 明治製菓株主

明治製菓
旧株主

明治乳業株主 明治乳業株主

明治乳業
旧株主

明治製菓 明治製菓 明治製菓

明治ホールディングス 明治ホールディングス

明治乳業 明治乳業 明治乳業�Ì�Ï�Õ�À 明治乳業
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明治ホールディングスのポジショニング
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統合によるシナジー効果

シナジー 1 新生「明治」ブランドの価値向上および既存事業の強化

シナジー 2 新たな需要の創造による事業成長機会の拡大

●  幅広い分野にわたって両社が蓄積してきた基盤技術、商品開発、生
産技術、品質分析、知的財産や医薬研究の成果・知見を融合するこ
とによる事業成長機会の拡大

	リーディングカンパニー同士の「強み」の融合

●  新生「明治」ブランドとして、中国を始めとするアジア市場等、海
外成長市場での積極的な事業展開
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トピックス

プロジェクト報告（コクがおいしいミルクココア＆カール）

　当社では、本年1月に株式会社ポッカコーポレーション
（以下「ポッカ」）と包括的な資本･業務提携契約を締結し、
両社の強みを活かした様々な取組みを進めております。
両社で設置したプロジェクトチームでは、開発、営業、
調達、生産、物流など幅広い分野で検討を進めておりま
すが、その中からいくつかの取組みをご紹介します。

　ふっくらサクサク軽い食感が人気の「カール」とポッカの主力ブ
ランド「じっくりコトコト煮込んだスープ」のコラボレーション商
品「カール（ポッカスープ）コーンポタージュ味／カール（ポッカ
スープ）クラムチャウダー味」を発売しました。
　カール発売40周年とスープ需要期という絶好のタイミングでのコラ
ボレーションで、両ブランドの売上拡大とイメージ向上を図ります。

2「カール」と「じっくりコトコト煮込んだスープ」の 
とびきりおいしいコラボレーション！

資本業務提携

　新生明治ミルクココアの発売に併せ、自動販売
機を始めとして飲料事業に強みを持つポッカの販
売ルートを活用し、「コクがおいしいミルクココア
280g缶／195gカートカン」を発売いたしました。
　ココア飲料は平成16年から売上が拡大傾向にあ
り、今後も伸長が期待される市場です。従来からの
粉末タイプと缶などの飲料タイプの組合わせで、
ココア市場における大幅なシェアアップを狙って
まいります。
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役　　員
（平成20年9月30日現在）

（平成20年9月30日現在）

主要な事業所

従 業 員
（平成20年9月30日現在）

 （注）  従業員数には当社から他社への出向者が含まれており、
臨時従業員は含まれておりません。

従業員数（前期比） 平　均　年　齢 平均勤続年数

3,866名（26名増） 40.0歳 16.6年
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株式の状況
（平成20年9月30日現在）

●発 行 可 能 株 式 総 数 796,104,000株

●発 行 済 株 式 の 総 数 385,535,116株

●株　主　数 70,374名 （前期末に比し1,819名減）

●大　株　主 （上位10名）
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株主メモ

■株主様へのご優待

　3月31日現在の1,000株以上所有の株主様に対し、以
下の基準で当社製品を10月末頃に贈呈いたします。また、
平成18年度より寄贈選択制度を設け、株主様のご意志によ
り優待品を株主様へのご送付に代えて福祉団体へご寄贈い
ただくこともできることとしております。
●1,000株以上：2,000円相当
●3,000株以上：3,500円相当
●5,000株以上：5,000円相当

●製品は一例です（3,500円相当）。

事 業 年 度 4 月 1 日から翌年 3月31日まで
基 準 日 期末配当金　 3 月31日

中間配当金　 9 月30日
※別途定める場合は、予め公告します。

定 時 株 主 総 会 6 月下旬
公 告 方 法 電子公告により行います。

公告掲載URL　http://www.meiji.co.jp/
　 ただし事故その他やむを得ない事由によって
電子公告による公告をすることができない場
合は、日本経済新聞に掲載する方法により行
います。
なお、会社法第440条第 4 項の規定によ
り決算公告は行っておりません。

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

同事務取扱場所 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社証券代行部

(電話お問い合わせ
郵 便 物 送 付 先) 〒137-8081

東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社証券代行部
電話　0120-232-



平成21年１月５日施行の株券電子化に伴うお知らせ

〈お問い合わせ先〉
〒104−8002
東京都中央区京橋二丁目４番16号
電話（03）3272−6511（代表）


